
植物工場投入資源
光
水

肥料
種

植物工場における生産➡

👆👆植物工場：断熱性・気密性

産学連携による
次世代スマート植物工場技術強化および

グローバル展開支援

特定非営利活動法人 植物工場研究会

第９回地域産業支援プログラム表彰事業（イノベーションネットアワード ）
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日本
台湾

北米

ヨーロッパ

中国

シンガポール

植物工場研究・ビジネスの国際化・多様化

英・独・伊・仏・蘭

植物工場は､食料･植物の安定･高品質･省資源生産だけでなく､
環境･資源･生活の質の問題の同時並行的な解決に貢献する

食料･植物

環境

資源

生活の質 植物
工場

の達成
への貢献

感染症対策への貢献

農業人口の減少と高齢化
農地面積の減少
都市人口の増大

安心･安全･安定

健康･地産地消

水 リン酸 カリ肥料 労働力 肥沃農地の不足

気候変動･環境劣化

自然エネルギー利用の促進省資源

古在（ ）
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植物工場研究会について

世界における植物工場の研究開発・
ビジネスの急展開

日本企業の技術的競争力の強化
海外事業展開の加速化

課題
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技術的・経済的に持続可能な

植物工場システムの
研究・開発・実証・普及を通して、

わたしたちが直面している食料・環境・
エネルギー・資源問題の

同時並行的な解決、

そして持続可能な未来における人々の
健康と生活の質の向上への貢献

を目指す。

設立： 年
千葉大学柏の葉キャンパス

法人会員 約
個人会員 約

植物工場研究会
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植物工場研究会 千葉大学柏の葉キャンパス

研究・開発・実証 普及

研究・開発
実証

施設
見学 勉強会

人材育成 広報 事業
技術・ビジネス

サポート調査研究委員会
標準化研修

国内・国際事業

●法人会員
約

●個人会員
約

技術的・経済的に持続

可能な植物工場シ
ステムの研究・開
発・実証・普及を
通して、わたしたちが
直面している食料・環
境・エネルギー・資源
問題の同時並行的な解
決、そして持続可能な
未来における人々の健
康と生活の質の向上へ
の貢献を目指す。

植物工場研究会
学術と産業の融合

研究と普及の促進

産学官ネットワークとサイエンスに基づく地域企業の技術支援と国際普及促進

産学連携による研究開発・人材育成・事業化企画および支援

新産業の創出と新規ビジネスへの参入サポート、国際展開支援
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千葉大学 柏の葉キャンパス

AI and Phenotyping project

① 研究開発 実証規模の施設を活用した実証研究
約 コンソーシアム プロジェクト
⇒国内外における産学連携

② ビジネスおよび技術支援
⇒栽培指導、培養液分析、生産性向上に向けた技術アドバイス、
技術開発支援、工場新設コンサルティング（設計含む）、
国内外ビジネスマッチング、海外展開支援など

③ 人材育成：勉強会・研修
④ 広報活動
⑤ 国際事業

⇒国際シンポジウム、海外展示会への共同出展、国際プロジェクト

Int’l collaboration 

植物工場研究会：主な活動
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千葉大学 柏の葉キャンパス・植物工場研究会

コンソーシアム形式による
産学官連携

共同研究・開発・実証

柏の葉
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16

植物工場にて植物特性・環境・マネジメントデータを
連続的に計測

①ﾌｪﾉﾀｲﾋﾟﾝｸﾞﾕﾆｯﾄと②栽培モジュールの開発と応用

人工知能（ ）
データベース構築

複数評価関数の最大化を目的とした
複数環境要因設定値の同時決定
フェノタイピングと

環境制御
育種：選抜・世代促進、分子育種

・植物の高品質・高効率安定生産
・育種の高速化・多様化
・植物フェノムのオープンデータベース
・ を活用した生産～消費・植物活用の
グローバルバリューチェーンの構築

環境の再現性 栽培モジュール

平成 ～ 年度 次世代人工知能・ロボット中核技術開発

「人工知能技術を用いた植物フェノミクスとその応用に関する先導研究」

プロジェクトメンバー

・植物工場研究会
・産業技術総合研究所
・千葉大学
・鹿島建設

植物工場研究会 千葉大学・柏の葉キャンパス

研究・開発
実証

施設
見学 勉強会

人材育成 広報 事業
技術・ビジネス

サポート調査研究委員会
標準化研修

国内・国際事業

プロジェクト事例

～ 年度 「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事業」（農水省）

～ 年度
「次世代人工知能・ロボット中核技術開発 次世代人工知能技術分野 人工知能技術を
用いた植物フェノミクスとその応用に関する先導研究」（経産省）

～ 年度 「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事業」 農水省）

年度 「農林水産業におけるロボット技術開発実証事業 研究開発 」 農水省）

～ 年度 「野菜栽培による農業経営を可能とする生産技術の実証研究」（農水省）

～ 年度 「緑と水の環境技術革命プロジェクト事業」（農水省）

国内・国際事業
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国際研修

植物工場研究会 千葉大学・柏の葉キャンパス

研究・開発
実証

施設
見学 勉強会

人材育成 広報 事業
技術・ビジネス

サポート調査研究委員会
標準化研修

国内・国際事業

■施設見学（講義付き見学含む）
年間約 名（うち海外からの来訪者 ％） 累計約 万 名

■勉強会（ワークショップ）
年度～ 累計 回実施、累計参加者約 万 名

■研修
国内外向け：累計実施日数 日、累計参加者約 名

国内・国際事業
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国際事業および広報活動

■海外にてカンファレンス・
マッチング会の開催
・米国（カリフォルニア州・サ
リナス、ノースカロライナ州）
・シンガポール・中国・台湾

■世界のシンポジウム・国際
学会における日本企業の講演
機会の創出

■海外の展示会へ共同出展

日本企業の国際展開支援

年～ 経済産業省・地域企業イノベーション支援事業

植物工場研究会 千葉大学・柏の葉キャンパス

研究・開発
実証

施設
見学 勉強会

人材育成 広報 事業
技術・ビジネス

サポート調査研究委員会
標準化研修

国内・国際事業

■技術・ビジネスサポート

⇒栽培指導、培養液分析、生産性向上に向けた技術アドバイス、
技術開発支援、工場新設コンサルティング（設計含む）、
国内外ビジネスマッチング、海外展開支援など

■調査研究委員会・標準化
⇒ 植物照明調査研究委員会、生産性向上調査研究委員会、スマート植物工場調査研究委員会
養液コントローラー調査研究委員会、作業性向上調査研究委員会、ヒートポンプ分科会
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⇒研究・開発内容・成果、技術の普及

⇒会員企業に関するケーススタディ
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地域内外の機関との連携・協力

■千葉大学
■その他大学・機関

●法人会員
国内外約 社

●個人会員
約 名

■その他、国内外の多数の
法人・起業家など

■国内政府機関
経済産業省：研究開発や支援事業、設備整備事業（設立時）

農林水産省：研究開発、植物工場実証・展示研修事業

■海外政府機関
■メディア関連組織など

農業・食品産業技術総合研究機構
産業技術総合研究所
東京大学、愛媛大学、筑波大学、山口大学、大阪府立大
学など、国内・海外の研究機関の研究者が
特別会員として活動、連携

地域企業の持続的競争力構築のために行った主な取り組み

• スマート植物工場の実現のため国内先進技術を活かした技術開発
⇒国内企業の真のニーズ・状況を把握しながら、産学連携による

年間 以上の共同研究開発＆新事業創出・産業促進活動

• 生産性向上
⇒実用規模の施設における応用研究と実学の蓄積を活かした

栽培・技術指導

⇒生産性指標・標準化案の策定、普及活動を国内企業と共に実施

• 国際事業展開支援
⇒国内技術の海外導入、国際ネットワークを活用したニーズ・

シーズ発掘とマッチング、国際シンポジウムの開催、地域企業の講

演・販促機会の創出、海外展示会への共同出展など
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植物工場研究会に相談

：

植物工場事業の立ち上げを決定

工場新設前に、研修を多数受講

⇒研修では、キャンパス内に実用規模の施設も
あり実学が豊富に学べ、工場運営における想定
トラブルと対策を事前にすべて網羅・習得できた
ため、自社工場の稼働以降大きなトラブルが一
つもなく、事業が順調に急拡大

年：第 工場を新設・稼働

年⇒ 年 売上 倍
年以降、年率平均 ％の売上増

国内外の技術・マッチング支援

国内外向け研修の講師として講義を担当

⇒業界の技術力強化に貢献

会員企業への支援・連携事例

新日邦

： ：

会員企業への支援・連携事例
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新型コロナウイルス感染症に関する緊急アンケート（ ）

１．目的
新型コロナウイルス感染症（ ）が世界的に拡大するなか、植物工場にかかわる方々

が抱える現在の課題を明らかにし、その解決策、植物工場の役割や方向性を検討・共有するため
２．調査概要

調査方法： アンケート調査
（日本語）
（英語）

調査地域：日本を含む世界全域
対象者

植物工場関連の活動を行う（及び関心を有する）国内外の方
調査実施日（ ）

（日本語） 年 月 日 月 日
（英語） 年 月 日 月 日

有効回答数： 名 組織（うち日本語 名、英語 名）

年 月 日～緊急アンケートの実施

年春以降の活動事例

ウィズ ポスト・コロナに向けて

植物工場のみらい
―新型コロナウイルス感染拡大による影響・課題、

植物工場の役割と方向性―
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第 回勉強会 JPFA’s 138th Workshop

植物工場のみらい
―新型コロナウイルス感染拡大による影響・課題、

植物工場の役割と方向性―

―Challenges/Impact of COVID
Future Role and Direction of Plant Factory―

6. 30, 2020 - 7. 15, 2020

新型コロナウイルス感染拡大に伴い植物工場事業者が直面している影響・課題を共有、解決策を
検討し、未来に向けて植物工場が担う役割・求められていること・可能性と方向性を考える。

無料 オンライン

国際ワークショップを開催
２０２０年６月３０日～７月１５日

植物工場のみらい
―新型コロナウイルス感染拡大による影響・課題、

植物工場の役割と方向性―

参加者 名以上
（国内約 名、海外約 名）
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＊英語
「葉物野菜の先へ：人工光型植物工場におけ
るトマト生産」

（ 米国の人
工光型植物工場）

ディスカッション

「アンケート結果報告：新型コロナウイルス
感染症に関する緊急アンケート（ ）」
林 絵理（植物工場研究会）

「討論会：新型コロナウイルス感染拡大によ
る影響・課題、植物工場の役割と方向性」
パネリスト：
甲斐 剛（有限会社新日邦： ）
古在 豊樹（植物工場研究会）
白 宝鎖（未来智農（北京）科技有限公司）
島田 悠平（木田屋商店株式会社）
田中 進（株式会社サラダボウル）
丸尾 達（千葉大学）

司会：林 絵理（植物工場研究会）

オンライン第 回勉強会 JPFA’s 138th Workshop
6. 30, 2020 - 7. 15, 2020

植物工場のみらい
―新型コロナウイルス感染拡大による影響・課題、植物工場の役割と方向性―
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